




















しても、ペストが大流行した結果、ヨーロッパの人口は激減したのである。村上［1983 :  





















































　この話型は類話が 4 話収録されており、本編を含めて 5 話である（なお、病とは関係のな


















































































































　この話型は類話が 5 話収録されており、本編を含めて 6 話である。この話型では冒頭で
























































































とパーントゥを事例に―」『沖縄文化』第 51 巻 2 号。
村上陽一郎著［1983］『ペスト大流行―ヨーロッパ中世の崩壊―』岩波新書
山里純一［2017］『沖縄のまじない　暮らしの中の魔除け、呪文、呪符の民俗史』ボーダーインク。
渡邊欣雄・岡野宣勝・佐藤壮広・塩月亮子・宮下克也編［2008］『沖縄民俗辞典』吉川弘文館
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「沖縄の昔話と病」（資料）
1.　病魔退散の昔話
　1–①川渡し型
　 　塩屋（大宜味村）のある農家の人が、渡し場で、そこに年寄りがいらっしゃったので、
かわいそうに思って、その人を渡しなさって、（また）船から下りる時は、おんぶして、
陸にあげてやりなさった。（すると）「おまえは、どこの（者）か、」と言ったので、「私
は、どこそこの誰ですよ」と言ったので、「よし、私は、実ははしかの神だから、おま
え達の子や孫は、はしかにかからさないでおこう」と言う。
　　それからすぐ、その家は全員、はしかにかかることはないそうだ。
（国頭郡国頭村辺土名・男）
　1–②報恩型
　 　波照間の本比田という男が夜漁をしようと浜に行くと、異様な姿をした人たちが舟を
浜に上げている。男が「遭難したのか」と問いかけると、一人が「神様の言いつけで来
た」と言ったので、男は豊作のお礼を言って、「今年も豊作にしてくれ」と砂の上にひ
れ伏す。神様の使いは「私たちは幸せの神ではなく、不幸せの神の使いで、波照間の牛
に疫病をはやらせて牛を殺しにきたのだ」と言い、男が「やめてくれ」と頼むと、「お
前は親切で心がけがいいから、お前の牛だけ助けてやる。牛を一か所に集めて首にしめ
縄をつけ、額にあきらんざ（貝の一種）を 3 こずつつないでおけ」と言う。男は急いで
家に帰り、言われたとおりにすると、島の牛はみな死ぬが、男の牛だけは一頭も死なず
に助かった。それから牛の病気がはやると、男がやったようにして厄払いをする。
（石垣市登野城・男）
　1–③まじない由来型
　 　シュンという物知りが夜、親しい女の人を訪ねていく途中で子供に出会い、「どこに
行くのか」と尋ねると、子供は「砂川で女が腹痛で苦しんでいて、家族がシュンに治し
方を教えてもらいに行こうとしているので、先まわりをしてシュンの家に行くところ
だ」と答える。シュンが「なぜか」と聞くと、子供は「女の腹痛は私が腹の中に入って
おこしており、カニクバ笠（鉄くば笠）をかぶっているので、お灸をすえても平気だ。
シュンがどうやって治すか知りたいので、シュンの家に行くのだ」と答える。シュンが
「では、どうやったらお前は困るのか」と尋ねると、子供は「すくがらす（小魚の塩辛）
の汁を飲まされると、腹の中で溶けて膿になって流れてしまう」と答える。シュンはそ
の女の家に行くと、使いを出して家からすくがらすを持ってこさせ、隠れて子供が現わ
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れるのを待つ。子供が現われ、女が腹痛で苦しみだすと、シュンはすくがらすの汁を飲
ませたので、女は腹痛が治った。
（宮古郡上野村大嶺・男）
2.　「もの言う牛」の昔話
　2–①賭け型
　 　金持で財産家の百姓が、やせた牛に、七尋の長縄をつけて、野原につないだまま、す
こしもかまわず、すてっぱなしでいたらしい。こんな日が、たびたびあったようだ。あ
んまりひどいよね。そしてね、大変思いやりのある人が、そのやせた牛を見て、「ほん
とにかわいそうだ」といって、つなぎ場をかえて、草のある所で食べさせたりしてい
た。やせ牛は、毎日感謝して、いつかは、この人に恩返しをしなければいけないと。
　 　ある日、その人に言うには、「私を今の飼い主から買って下さい。私はあなた様にご
恩返しをしたいから、そして私を買われてから、十日ぐらいになったら、もとの飼い主
の薄情な人の家には、大きな肥えた牛がいるから、その牛と私とたたかわせ賭けて下さ
い」と。飼い主は、早速行って申し込むと、もとの主は、「あんな骨のざらざらした奴
が、私の牛に勝てるとでも思っているのか。うん、よろしい。そんなら大きな賭けで行
く。何くそッ、では家一ぱいの宝を賭けては、どうか」と。飼い主も「よろしい」と
言った。しかしもとの主は、飼い主への借金が昔からあったらしい。これが元主の弱み
であったようだ。約束のその日が到来した。それではと飼い主は、一升ますを自分のや
せ牛の両角にさげて、カラカラと鳴らしながら、行ったところが、それを見たもとの主
は、「こん畜生、この野郎、わざわざ一升ますを持ちながら借金とりに来たな。闘牛を
申し込んでおきながらこれはなんだ。よし、そんなら追い出してやろう」と、棒を持っ
て暴れているうちに、そこの肥えた牛もやせた牛の両角のかっこうを見てたいそうびっ
くりし、小屋の中から縄を切ってとび出して、悲鳴をあげて、やせた牛に追いかけられ
て、どんどん逃げて行った。それでもとの主はこのぶざまな様子を見て、「ほんとう
に、私が悪かった。こんなになろうとは思わなかった。こうなったら、君の言う通りに
しよう」と飼い主に、約束通り、たくさんの宝を贈った。また借金の方も支払い、飼い
主はやせた牛と幸福な生活を送ったそうです。
　 　そこでね。昔から、牛や馬の綱がもつれていたら、たとえ誰の牛だろうと、馬だろう
とこれを解き直し、出来るなら草のある広場につないで置くと、神様が見ておられたと
のことです。
（宮古郡多良間村仲筋・男）
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　2–②話の功徳・賭け型
　（前略）
　 　また、うしましからくいという言葉をもらった人が歩いていると、野原に牛が長い鼻
綱をつけて、そして巻きつけられていた。「ああ、これなんだな、うしましからくいと
いうものは」と見つめて立っていると、牛が、「おい」と言う。「なんだ」と言うと、
「私の言うことを聞いてくれるか」と牛が言う。「ああ、よいことであれば聞こう」と言
う。「むこうにある瓦ぶきの家、金持ち、あれは、元の私の主人なんだがな、もう若い
間は鞭を当ててこき使い、金儲けをしているのに、年とって仕事が出来なくなったもの
だから、雨に濡らしたり、日に照らしたりして、ひもじい思いをさせているのだから、
むこうへ行って、牛がものを言うよ、と言いなさい。そうするとむこうの人は悪い人間
だから反抗するだろう。その人は今、人手を欲しがっているので、牛がものを言わない
のであれば、私は一生涯この家で使われよう。そして、言うのであれば、あんたは着の
み着のままでその家を出ることにしなさい」と言った。牛の言うとおりにすると、「ん、
それでよい」ということになって、「二人だけではどうしようもない。（誰か）立合いす
る人はいないか」と。丁度隣に良い人がいたので、その人をお招きして立ち合わせると
「うん、その程度のことならしよう」とその人はおっしゃって、立ち合うと、「はい、連
れて来なさい」と言って、連れて来て、広場に入れると、なかなかものを言わない。
「どうして、約束したのにものを言わないのだ」と。「ああ、この家は元の主人だから、
しらふではダメだから、あんたの風呂敷を持って来て被せてくれ」と言うので、被せて
やると、「悪人の、あんたは私が若い間はこき使っていて、年とってしまうと、このよ
うにひもじい思いをさせて。ここの儲けは私のものだから、今すぐ出て行きなさい」と
言って、牛に追い出された。
　 　そして、その牛は神様として新しい主に崇められた。「ああ、何をするんだ」と牛が
言うと、「あんたを神として崇めよう」と言う。「私は元の家（場所）を片づけて、ひも
じい思いさえさせてくれなければそれで大丈夫だから、ここで飼ってくれ」と言った。
「そのようにして飼ってよいのか」と言って、そこで飼って、肥ったので、長い間飼っ
て肥ったので、「ああ、もう私をそんなに長い間飼ってはいけないから、殺して、道に
連れ出して、通る人々に差し上げなさい」と言った。「ああ、私たちには殺せない」と
言うと、「それでは、村中の人たちを集めて、殺し、辻に出して通る人々に食べさせ
て、また木の葉に血をつけて、左縄で巻きなさい」と言う。そして、そのようにする
と、その牛は、「後々、私は生まれ変わってくるから、男を寄せつけない女が懐妊する
ことがあると、それは私の子だから、幾分なりとも分けてやって欲しい」と、遺言だっ
たんだな。
　 　そのようにすると、それを食べた人は、今は風邪といっているが、昔はフーチといっ
て、風邪返し、熱返しといって、別の島では、それが流行って多くの人々が助からな
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かったが、それを食べた人々は、どうということはなかった。そのために、津堅や勝連
や与那城では、シマサクラー、またジョウウマチーとも言うが、これをするようになっ
た。風邪除けとしてね。
（中頭郡与那城村津堅・男）
　2–③証言型
　 　国頭の女が首里からの帰りに日が暮れ、泊めてもらった家の男の子を宿し出産する。
女が子供を連れて男の家に行き、「火の神を拝ませてくれ」と頼むが、男は「自分の子
供ではない」と言ってことわる。男と女が言い争っていると、男の家に飼われている牛
が「その子の体に牛の角のあとがあったらあなたの子だ」と言う。男が子供の体を調べ
ると、牛の角のあとがあったので、男はどうしても自分の子供だと認めないわけにいか
ない。怒った男は牛を売ろうとするが、人間の言葉がわかる化け牛だと買い手が見つか
らないので、山の木に鼻綱を結んで帰る。ある男が山へ草刈りに行くと、人間の声が
し、見まわすと牛が男を招くしぐさをしているので、驚いて逃げ帰り、持ち主の男にそ
の話をする。男が仕方なく牛を連れもどすと、牛は男に「私の肉と骨を近所の集落に分
けて血を塗ったり、骨をさしたりして集落の入り口に吊しておきなさい。そうすれば家
畜や人間の疫病を防ぐことができる」と言った。
（中頭郡読谷村座喜味）
　2–④報恩型
　 　よく働く正直者が、畑に行く途中でつながれている牛と馬を見つけると、水を与えた
りしている。一匹の牛の主がいつまでたっても現われないので、男が自分の家に連れ
帰っていたわっていると、牛が「あなたの行為は尊い。丘の私が印をつけた所を掘れ。
出てきた物は恩返しに与える」と言う。男が言われたとおりに掘ってみると、金、銀、
珊瑚が出てきて裕福に暮らせた。
（石垣市宮良・男）
補足資料
　「畠にさす結びススキの話」
　 　昔、竹富島にアールマイと言う男がいた。この男は海が好きで、畠仕事の合い間には
海に出て魚を獲るのがならわしであった。
　 　ある晩のこと、アールマイは夜釣りに行き、沖で魚を釣っていると自分の目の前に舟
が現われ、舟人から付近の港口を教えてくれと声をかけられた。アールマイがこの舟は
何のためにこの島に来たのかとたずねると、「私は病魔の神である。舟いっぱい病気の
種を載せてきたのだ。この島の出入港口を教えてくれれば、その御礼にあなたの畠に蒔
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く農作物だけは特別に実らせてやるから、あなたの畠にはススキの葉の先の方をひと結
びに結んで目印にしておき、あなたの家の門には七五三の注連縄を張っておきなさい。
そうしたらあなたの所にだけは病の種を入れないから」と、病魔の神がアールマイに答
えた。
　 　アールマイは病魔船に遠廻りの船着場を教え、自分は一足先に村に帰り、途中の道の
両側にある村人たちの畠に結びススキを差しつつ村に上り、村の入口には七五三の注連
縄を張って病魔の神を村内に入れないようにした。アールマイのおかげで、病魔神は竹
富島に厄病をまき散らすことができずに、その舟はそのまま島を去った。
　 　それ以後、竹富島ではアールマイの教えとして農作物の種子蒔きをした時に、結びス
スキをし、また島には「アールマイ　ヌ　ノールフキ」すなわち「アールマイの稔る
茎」と唱えて農作物の豊作を祈ることにした。さらに、「ハナキ　ヌ　ニガイ」（病魔祓
い）には、村の入口ごとに注連縄を張って魔祓いの祈願をした。
　 　このアールマイの教えから始まった習慣は、現今まで行われている。
（上勢頭亨『竹富島誌　民話・民俗篇』法政大学出版局、1985 年）
